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ナガラ原東貝塚の根成子L隙にかかわる土壌調査記録

木下尚子

熊本大学
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2003年秋、ナガラ原東貝塚における根成孔隙の有無を調べるために、調査地点にＬ２５ｘ２ｍのト

レンチを掘り、調杏用土壌を採取した。以下はその記録である。

1．調査研究⑳目的

①砂丘の遺跡で土壌を採取し、土壌間隙のＸ線立体造影を実施して、砂丘での土壌間隙がどのよ

うなものかを示す。

②炭化イネの地中降下について土壌物理学的に検討する。

2．調査⑳経過

①調査参加者

徳永光一（元岩手大学)、佐々木長市（弘前大学)、佐藤光一（北里大学）

木下尚子（熊本大学)、新里売人（熊本大学大学院社会文化科学研究科２年在籍当時）

②調査地点の設定

2003年11月19日、新里が伊江島にわたりナガラ原東貝塚のグリッド設定基準杭Ｐ０点を復元し、

ここから東に２ｍのＡ点、Ａ点から南に２ｍのＢ点の３点を設定する（図１)。

③調査グリッドの設定

２QO3年11月23日、徳永、佐々木、佐藤、木下は９：３O伊江島着のフェリーで島にわたる。

１０：０５現場に到着し、トレンチを設定する（図１）。トレンチは東壁がＡＢラインに重なり、Ｂ

点から北に50ｃｍ鰯Ｃ点を東北隅とする東西幅２ｍ、南北幅1.25ｍの大きさである。遺跡南端に

あたり、未掘箇所である。

④トレンチの掘削、断面の層序確認

１０：１０ユンポによる掘削
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１０：４０地表から175ｃｍ掘り下げ、Ⅷ層（マージ層）を確認して掘り下げを停止。

１１：３０断面を清掃し図面を作成する（表１，図２)。

⑤土壌調査

１４：００硬度計を各層の中央レベルで２～３ケ所突き刺し、計測。

Ⅱ層において、１０ｃｍ×10ｃｍ、厚さ６ｃｍのブロック採取を試みるが、途中で崩れ２度失敗。

砂層であるため、原状を保ったままでの採取はかなりむずかしい。採取方法に改良を重ねて成功

する過程を、木下はただ傍で薦心しながら見る。挑戦すること２時間半、Ｉ層からⅥ〆Ⅶ層まで
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図２ナガラ原東貝塚根成孔隙確認トレンチ２，０３断面図

表１根成孔隙確認トレンチ2003層の説明

厚さ（c､）層名 包含物色髄

暗褐色土層

暗褐色混土砂層

黄褐色砂層

褐色混砂土層

茶褐色混砂粘土層

茶褐色粘土

炭片、ビニール

炭片

炭片

炭片、サンゴ片

撹乱層

遺物包含層

遺物包含層

遺物包含層

無遺物層

基盤層

土器、貝類、

土器、貝類、

土器、貝類、

土器、貝類、

炭片
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